
 

 

 



 



外部評価実施方法：１小施策あたりの流れ

○小施策・内部評価説明：担当部署 ２０分程度

○事務事業評価に対する質疑応答、意見

○内部評価に対する各委員からの意見

これまでの議論のまとめ

【ベル】
終了１０分前

１０分程度

２５分程度

８０
分

※質疑応答の中で出た意見も再度述べてください。

【ベル】

外部評価の実施方法と説明手順

刈谷市企画財政部企画政策課

○小施策評価に対する質疑応答、意見 ２５分程度

【ベル】

＜外部評価の視点、委員に求める意見・提案など＞

小施策の項目（①～③）に対して、

取組み（事務事業、成果）が有効に

機能しているか

「現状の分析と課題」の考え方
○事務事業の評価結果は妥当か
○成果が小施策の推進に貢献しているか
《ポイント》
・指標の的確性、指標分析の考え方
・他市町村との比較検証による妥当性
・分析結果から抽出した課題の妥当性

「今後の方向性」の考え方
○評価結果、課題への対策となっているか
○小施策の推進に効果的か

○内部評価の視点とは別の角度
から、分析方法や課題抽出方
法を提案

○その他の意見・提案

○小施策の推進に効果的で、
指標や満足度の向上に資する
事務事業・施策の提案
⇒ 既存事業の改善提案
⇒ 新規事業・施策の提案

外部評価の視点 意見・提案

など

○左記の視点での考え方や妥当
性等に関する意見



物としていますが、都市近郊で消費者
との距離が近いという有利な立地特性をいかし、野菜、果樹、花きなど
も生産しています。しかし、高い兼業化率と農業従事者の高齢化が進み、
産業としての農業を担う後継者不足が深刻な問題となっており、畑作地
帯を中心に遊休農地化が進んでいることから、再ほ場整備も難しい状況
にあります。
このため、農業の将来を担う後継者や新規就農者にとって、魅力的で
やりがいのある産業とするため、農業経営や新規就農のための支援策を
実施し、安定した農業経営と有効的な農地の活用を行う必要があります。
また、余暇の増大や価値観の多様化に伴い、農業に親しむライフスタ
イルやより安全な農産物へのニーズが高まっています。今後は、生きが
い活動としての農業や、地元農家が生産した安全で安心な農産物の供給
を図っていく必要があります。
さらに、食の安全を確保し、
食の大切さへの理解を深めてい
くことが求められており、食育
基本計画に基づき、関係団体や
市民、行政などが協力し、総合
的かつ計画的に食育を推進して
いく必要があります。

■食育……生活していく上での基本として、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、
健全な食生活を通じて人間を育てること。

■認定農業者……農業経営基盤強化促進法に基づく農業経営改善計画により、市の認定を受け
た農業者（法人含む）。

■優良農地……10ｈａ以上の規模の一団の農地で、区画が大きく大型農業機械の使用が可能な
農地。

■パイプライン……農業用水を長距離にわたって輸送するため、地下に埋設された管路。
■地産地消……地域の消費者ニーズに即応した農業生産と、生産された農産物を地域で消費し
ようとする活動を通じて、農業者と消費者を結びつける取組み。

現状値
目標値

2015 年 2020 年

●遊休農地が解消され、農業生産基
盤である優良農地が確保されてい
ます。

●地産地消の推進により、店には地
元農家が生産した安全で新鮮な農
産物が並んでいます。

10ha ０ha５ha

62.2％ 65％ 70％

現状値
目標値

2015 年 2020 年

●農家の収益が向上し、安定した農
業経営となっています。

●新規就農者のための支援策が整
い、農業法人や営農組織、担い手
が育っています。

●農作物の栽培や収穫体験、生きが
い活動としての農業が行われ、食
の大切さを実感しています。

2組織 ３組織 ５組織

０人 ５人 10人

86.4％ 90％ 95％

刈谷農業振興地域整備計画
2011 年 2月策定

農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想
2011 年～ 2020 年

刈谷市食育推進計画
2011 年～ 2020 年

関連計画

施策の体系で示した施策ごとに
項目立てをしています。
分野別計画では、施策ごとに、
現状と課題、めざす姿・目標指
標、施策の内容、共存・協働の
まちづくりの考え方などを見開
きで示しています。

本市の農業は、稲作を基幹農産物
との距離が近いという有利な立地特

施策に関連し、刈谷市のまちや
市民の暮らしの現状を整理し、
今後対処すべき課題をまとめた
ものです。

刈刈刈刈谷

農農業

関関連施策に関連する既存の計画など
を掲げています。

当該施策に取り組むことによっ
て、10年後にどんな姿（生活像）
をめざすのか、まちの状態と市
民の暮らしの観点から示してい
ます。

めざす姿の達成状況を評価する
ための指標を設定し、それぞれ
について５年後、10 年後に達
成をめざす数値目標を示してい
ます。

80

このページ内で用いられている
専門用語や難解な語句について
解説しています。



消費者ニーズを把握し、農家と消費者の距離を縮め、地産地消の推進に努めます。また、農地を
貴重な憩いの空間として、農家だけではなく地域住民やボランティア団体などとも協力し、農地の
維持や保全に努めます。
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　農
業

の役割

農業者は後継者の育
成に努めるとともに、
農地の維持保全に努
めます。また、消費
者は地産地消に努め
るとともに、食への
理解を深めます。

などの役割

地産地消や食育の推進、農地の環境
保全に努めます。また、農業関係者
を中心に、農産物のブランド化の推
進や刈谷の農業のＰＲに努めます。

の役割

優良農地の維持管理に努め
るとともに、農業関係者と
も協力し、生産基盤の強化
や後継者育成への支援に努
めます。また、地産地消や
食育の啓発に努めます。

2013 2016 2020

① 新しい経営感覚を持った後継者の育成と、より効率的な農作業の受委託を推
進するため、生産組織が企業的経営体となるよう育成や強化を図ります。

② 認定農業者の認定を促進するとともに、担い手の育成を支援します。

③ 新規就農者のための就農支援体制を構築します。

2013 2016 2020

① 農地の高度利用や生産性の向上のため、ほ場区画の大規模化、排水路及び農
道の整備を行い、優良農地を確保します。

② 老朽化したパイプラインの布設替えを進めます。

③ 農業委員会による農地パトロールを実施し、無断転用の解消を図ります。

④ 新規就農希望者へのあっせんや市民農園としての活用を通じて、遊休農地の
解消を図ります。

2013 2016 2020

① 営農組合や認定農業者など担い手の経営規模の拡大に努め、農作業の効率化
と経営コストの縮減を図ります。

② 果樹、露地園芸、花きなどの栽培農家が取り組む新規栽培作物、技術導入を
支援します。

③ 農業関係団体と一体となって、農産物のブランド化を推進します。

④ 有害鳥獣駆除と家畜の防疫を推進します。

⑤ 農家が生産した安全で安心な農産物の販路拡大と地産地消のＰＲに努めます。

2013 2016 2020

① 土と親しむ生活を送るため、刈谷生きがい楽農センターにて農業研修を実施
し、研修修了者には、遊休農地を活用した市民農園のあっせんを行います。

② 地元農産物の加工技術の普及を推進します。

2013 2016 2020

① 食に関する正しい知識の啓発と健康的な食生活の普及、栄養や食生活に関す
る学習機会の充実を図ります。

② 幼稚園、保育園、小中学校の給食を通じて、親子や家族、仲間や地域との関
わりを深め、子どもの心身の健やかな発達を促します。

③ 農作物の栽培や収穫体験などを通じ、自然の恩恵や食を大切にする心を育て
ます。
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施策の展開の方向とその具体的
な内容を示しています。
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市民や団体・事業者などと行政
による共存・協働のもとで、施
策の内容をどのように推進して
いくのか、その基本的な考え方
とそれぞれの役割を「自助」「互
助」「公助」として示しています。
なお、本計画での「共存」とは、
年齢、性別、国籍、障害の有無
などの各々の違い並びに様々な
考え方、活動及び組織の存在を
認め合い、多様性を大切にする
ことを意味しています。
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前期（３年）、中期（３年）、後
期（４年）ごとに施策が推進さ
れたかどうか、巻末の評価シー
ルを使って、使用者自身で評価
（セルフチェック）します。

十分に実践（推進）された。
非常に高い効果が得られた。

ある程度、実践（推進）された。
ある程度、効果が得られた。

ほとんど実践（推進）されな
かった。
ほとんど効果が得られなかっ
た。
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